開会挨拶・本フォーラムの趣旨 (第3回 高齢者とビジネスと法 Onlineフォーラム) by 池田 眞朗




















































　この度は、既に第 1 回として 2 月 2 日に電子契約をテーマに開催をいたし
ました。第 2 回はその 2 週後の 2 月 16 日に担保法制をテーマに開催をいた
しました。いずれも現代のビジネス社会の文字通りのホットイシューであり
ますけれども、その中でも本日は、私どもの市民生活、社会生活に最も密着
したテーマを扱います。その上、この後、樋口先生から課題の提起としての
基調報告をいただきますけれども、「高齢者とビジネスと法」という、この
トライアングルを正面から論じた企画というものは、これまでそう多くない
と思います。この三つはつながるはずだ、つながらなければならない。でも、
どうつながるべきなのか、と考えていきますと、実はこれは大変興味深い、
そして奥の深いテーマであるように思います。
　恐らく本日は樋口先生のこの後のご報告で、ご参加の皆さんの問題意識が
開かれ、アプローチのガイドがされて、その後、4 つのそれぞれ違ったパー
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スペクティブからの分析がパノラマのように広がるだろうと思います。そし
てそれらが樋口教授の結びでどうなるか。樋口先生に散々「ハードルを上げ
ないでくれ」と言われているのですけれども、本日、私は主催者としてより
も、一学習者としてこれからの全部のご報告を楽しみにしております。深い
重いテーマであっても、学問は楽しくなければいけないのであります。わく
わくするようなところがなければいけないと私は思います。そういうところ
をご参加の皆さんと体験し、共有できたら素晴らしいと考えております。実
は、私は各報告者のパワーポイント資料を事前にちょっと拝見しております
ので、本日のフォーラムは、ご専門の研究者や実務家の方はもちろん、一市
民として参加されている方も、これから勉強しようと考えている学生の方に
とっても、ご参加の皆さんのそれぞれのお立場、それぞれのご関心で、それ
ぞれ何か得ていただけるものがあるはずだというふうに私は思っておりま
す。それでは早速、以下の進行も含めて樋口先生にマイクをお譲りしたいと
思います。
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